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期初発表 最終実績 前年比 期初発表比

売上高 12,129 12,500 12,938 6.7% 3.5%
営業利益 1,112 1,250 1,603 44.1% 28.2%
経常利益 1,105 1,245 1,572 42.2% 26.2%

親会社株主に帰属
する当期純利益

678 770 942 38.9% 22.3%

平成28年12月期通期連結業績 増減率
科目

平成27年12月期
通期連結業績

 平成28年12月期通期連結業績 
 

金額：百万円 

平成28年12月期通期連結業績 
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9,363（77%）  9,847（76%）  

2,766（23%）  3,091（24%）  

平成27年12月期 

通期連結実績 

平成28年12月期 

通期連結実績 

農薬分野 肥料・バイオスティミュラント分野 
金額：百万円 

 平成28年12月期通期連結業績 
 

12,129（100%） 12,938（100%） 

 農薬分野：売上金額9,847百万円 前年比484百万円増（同5.2%増） 
  ・国内市場においては、殺虫剤・グリーン農薬が伸長 
    ・海外農薬販売は、北米向け殺ダニ剤、カリグリーン等のグリーン農薬が伸長 
 肥料・ﾊﾞｲｵｽﾃｨﾐｭﾗﾝﾄ分野：売上金額3,091百万円 前年比324百万円増（同11.7%増） 
  ・国内市場向け肥料、海外向けﾊﾞｲｵｽﾃｨﾐｭﾗﾝﾄともに伸長 
 売上比率は農薬分野が76%、肥料・ﾊﾞｲｵｽﾃｨﾐｭﾗﾝﾄ分野が24％となりました 

（＋6.7%） 

（＋11.7%） 

（＋5.2%） 
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登録国の拡大により売上伸長 
2012年⇒2016年（約10倍） 

ダニサラバ（殺ダニ剤） 

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 

ダニサラバの海外販売実績推移 
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オンコルの海外販売実績推移 

オンコル（殺虫剤） 

登録国の拡大により売上伸長 
2012年⇒2016年（2.5倍） 

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 
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カリグリーンの海外販売実績推移 

カリグリーン（殺菌剤） 

登録国の拡大により売上伸長 
2012年⇒2016年（３倍） 

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 
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有機認定書（カリグリーン） 

米国での有機認定書 ドイツでの有機認定書 

 殺菌剤カリグリーンは、有機農産物の日本農林規格（有機JAS）に適合 
 米国のOMRI（全米有機資材認定協会）に認定 
 ドイツのBCS-OKO（有機認証機関）に認定 
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1,112  

1,603  

平成27年12月期 

通期営業利益 

平成28年12月期 

通期営業利益 

売上総利益増 
＋491 

人件費増 
△130 

研究開発費減 
＋230 

金額：百万円 

＋491 

プラス要因 マイナス要因 

 平成28年12月期通期連結営業利益増減分析 
 

その他販管費増 
△100 
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 日本ジェネリック農薬協議会 
 ◆平成28年11月25日：日本ジェネリック農薬協議会発起人会設立 

◆平成28年12月28日：日本ジェネリック農薬協議会設立 
◆平成29年1月19日  ：日本ジェネリック農薬協議会第1回総会 
 
 会 員：全国農業協同組合連合会 
     アダマ・ジャパン株式会社 
     ニューファーム株式会社 
     ユーピーエルジャパン株式会社 
     ＯＡＴアグリオ株式会社 
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【日本ジェネリック農薬協議会設立記者会見】 
 平成29年１月19日 
 於：ＫＫＲホテル東京 

 OATアグリオは研究開発体制をそのまま 
  活用できるため「質の高いジェネリック 
  農薬」の提供が可能である 
 OATアグリオは新規農薬の開発も継続的 
  に行っていく 



◆企業理念と３つのアグリテクノロジー 

 
 

バイオスティミュラント 
環境・病害虫に対し作物の 

免疫力を高める 
生物多様性の尊重 

 

防除技術 
２拠点の研究体制 
（鳴門・インド） 

高安全性・新規有効成分探索 
 

施肥灌水技術 
栽培技術 

 水耕栽培肥料   
国内シェアNo.1 

 

『企業理念』 
食糧増産技術(アグリテクノロジー)と真心で 

世界の人々に貢献します 
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76% 

24% 

農薬分野 

肥料・ 
ﾊﾞｲｵｽﾃｨﾐｭﾗﾝﾄ 

肥料・ﾊﾞｲｵｽﾃｨﾐｭﾗﾝﾄ分野の 
売上をアップさせバランスの取れた ⇒ 四半期利益の平準化  
売上構成比をめざす 

◆分野別売上構成比 

平成28年12月期通期連結実績 

 有機肥料分野への 
  本格参入 
 
 ATONIK拡販 

10 



◆PT. OAT MITOKU AGRIO（インドネシアＪＶ） 

38 
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 潤禾（舟山）植物科技有限公司（中国JV） 
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◆OATアグリフロンティア㈱ 
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青森工場/青森営業所 

本社/関東営業所 

関東工場 

関東工場 

青森工場/青森営業所 

有機肥料の製造販売 
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システム 元 肥 追 肥 
養液土耕栽培 
システム 有機肥料 無機肥料 

○ × ○ 
有機肥料分野への 

本格参入 

栽培システムから元肥・追肥までの一貫したご提案 

◆施肥灌水技術分野の展開 

◎ ◎ ◎ 

 養液土耕栽培の約9割が元肥を使用（高設栽培が約１割） 



売上高 12,129 12,938 6.7% 13,496 4.3%
営業利益 1,112 1,603 44.1% 1,430 △10.8%
経常利益 1,105 1,572 42.2% 1,409 △10.3%

親会社株主に帰属
する当期純利益

678 942 38.9% 958 1.7%

増減率
前年比

科目
平成27年12月期
通期連結業績

平成28年12月期
通期連結業績

増減率
前年比

平成29年12月期
通期連結業績予想

 平成29年12月期通期連結業績予想 
 

金額：百万円 

平成29年12月期通期連結業績予想値 

 農薬分野 
 ・国内：製品の市場シェア拡大に注力 
 ・海外：農薬登録国及び用途の拡大 
 肥料・バイオスティミュラント分野 
 ・中国新会社・OATアグリフロンティアの早期黒字化 
 ・子会社との連携を通じた「ATONIK」の販売拡大 
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88.4 
102.5 

108.6 
114.1 

121.3 

129.4 135.0 

-2.9 

3.1 

5.1 

7.1 6.6 

11.1 

16.0 
14.3 

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 

（予想） 

（2014年当初予想） 

（実績） 

当初（2014年10月時点）2016年を 
目処に業績回復を目指していたが 

2015年で売上、2016年で営業利益も回復 

売上高 営業利益

売上高   ：120億円 
営業利益：12.5億円 

10～12の 
3ヶ月決算 

 売上高・営業利益推移（2010～2017年） 
 

（実績） 

金額：億円 
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ご清聴ありがとうございました 
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 本書には、当社及び当社グループに関する見通し、将来に関する計画などが 
  記載されております。これらの将来の見通しに関する記述は、将来の事象 
  や動向に関する現時点での仮定に基づくものであり、当該仮定が必ずしも 
  正確であるという保証はありません。様々な要因により、実際の業績が本 
  書の記載と著しく異なる可能性があります。 
 
 当社以外の会社に関する情報は、一般に公知の情報に依拠しています。 

 
 本書は、いかなる有価証券の取得の申込みの勧誘、売付けの申込み又は買付
けの申込みの勧誘（以下「勧誘行為」という。）を構成するものでも、勧誘 

  行為を行うためのものでもなく、いかなる契約、義務の根拠となり得るも 
  のでもありません。 

 本資料の取扱いについて 
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